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最新データ Ｕｐｄａｔｅ
「46歳以上女性に聞いた
更年期、美容、健康についてのアンケート」ほか

01   Woman’s Trend

まとめサイト休止事件でWEBでの情報収集の仕方、半数近くが「変化した」

検索表示位置よりサイト運営者の信頼性が見られるように
Ｑ．DeNAに始まるキュレーションメディア事件を知ってる？

Ｑ．WEBでの情報収集の仕方は変わった？

77.7%

50.3%

検索結果ページの上位に表⽰されているからといって、
むやみに信用しないようにしようと思った

医療情報等の重い情報は、専門サイトから得るようにしたいと思った

ＷＥＢの記事
には信頼性は必
要ない、そもそも
求めていない
14.4%

知っている
35.1%

Ｑ．具体的にどう変わった？（複数回答）(キュレーションメディア事件を知ってる人のみ)

(情報収集の仕方が変わった人のみ)

32.6%

30.3%

12.0%

まずは信頼できるサイトを選び、
そのサイトから記事を選ぶようにしたいと思った

検索後、掲載元のサイトを確認して記事を選ぶようにしようと思った

ＷＥＢの記事は全く信頼できないと感じた (n=175)

変化があった
44.1%

変わらない
41.6%

(n=397)

知らなかった
64.9%

(n=1131)
12.0%ＷＥＢの記事は全く信頼できないと感じた

6.4% 4.3%5.5%
2.3% 4.1%

インターネットメディアの中でキュレーション

サイトが勢いづいていたさなかに、記事の信

集の仕方が変わったという人が半数近く。検

索表示が上位にあるからと信用しない、専門

Ｑ．WEBの情報、どれくらい参考にしている？

【食品情報】 【化粧品・美容情報】 【子育て情報 ※子どもがいる人のみ】 【住宅情報】

(n=627)

8.6%

49.4%
26.6%

8.9%

39.3%

32.0%

12.2%

12.2%8.7%

63.1%

20.4%

9.1%

56.1%

23.3%

7.5%
頼性や著作権意識等メディアとしての自覚の

低さが問題となり、DeNAが10のまとめサイト

を休止する事件が起こった。検索優位や記事

量産体制の構図はDeNAに限ったことではな

く、リクルートやサイバーエージェントも一部を

的情報は専門サイトで、信頼できるサイトか

どうかを確認するといった、サイト自体の信

頼性を見るように意識し始めた。

そもそもWEBの情報をどれくらい参考にし

ているかは、情報ジャンル別にかなり差もあ

る。食品、化粧品、旅行、子育てといった同

4.0%

非公開にしたり波紋は広がっている。

この事件を経て女性たちのWEBメディアへ

の向き合い方に変化があったか、緊急アンケ

ートを取ってみた。

全国1131人の女性のうちDeNAの事件を知

っていたのは35％。「MERY」のような人気サ

る。食品、化粧品、旅行、子育てといった同

じ女性の経験者の声が聴きたい類のものは

参考にする人が多いが、マネーや住宅、教

育といった専門性の高いジャンルは参考に

すると答えた人は3割程度。

WEBでは誰でも情報発信できるだけに、信

【旅行情報】 【マネー・投資情報】 【受験・塾情報 ※子どもがいる人のみ】 【求人情報】
(n=627)
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14.7%

23.0%っていたのは35％。「MERY」のような人気サ

イトまで休止したわりに知らない人が多い。日

常的によく見ていたまとめサイトも聞いたが、

最も多い「MERY」で16％。特にないが64％と

圧倒的で、おそらくどのサイトを見ているとい

う認識自体が低いのではないか？

WEBでは誰でも情報発信できるだけに、信

頼できる内容かどうかの判断材料の明示が

今後ますます重視されるだろう。記事を書い

た人が信頼できるか、サイト運営者が信頼で

きるか、結局は旧来メディアのように、情報

内容に責任を持てる運営者に収斂されてい

15.8%

55.2%

19.5% 28.6%

30.9%

16.7%

20.2%

37.0%

29.9%

9.5%

16.1%

02 Woman’s Data 03   Group Eyes

2016.12.14～12.18
女性を対象にWEB調査 (n=1131)

う認識自体が低いのではないか？

事件を知っていた人のうちWEBでの情報収

内容に責任を持てる運営者に収斂されてい

くのではないかと思う。（所長/植田奈保子）
十分参考にする まあ参考にする どちらでもない

あまり参考にしない ほとんど参考にしない

02 Woman’s Data 03   Group Eyes

保育園媒体リニューアル！ 働くママの
暮らしも子育ても「ぎゅってbyあんふぁん」

【主婦のキモチ】

２割超が「家族写真をプロに頼むことあり」
全国の主婦614人のうち、日頃から家 【日頃から意識して家族写真を撮るか、

私立幼稚園をステージとした「園児
とママの情報誌あんふぁん」の保育園
版である「あんふぁんぷらす」。創刊
５周年を機にフルリニューアルする。

働く母親を取り巻く社会環境は大き
く変化し、彼女たちのライフスタイル

族写真を意識して撮っている人は36.3
％。そのうちプロに撮ってもらうこと
がある人は135人（全体の22.0％）で、
特に未就学児や小学生のいる家庭に多
かった。カジュアルな撮影スタジオが
増え、ハーフバースデーなど新たな撮

プロに頼むことはあるか】

2.6 

19.4 

14.3 63.7 

日頃から意識して家族写真を

撮っていて、定期的にプロに

撮ってもらっている

日頃から意識して家族写真を

撮っていて、不定期だがプロに

撮ってもらうこともある

（%）

く変化し、彼女たちのライフスタイル
も様変わりしている。また昨年来、保
育園や保育士に対しての関心も高まっ
ており、国や行政の政策課題となって
いるのも周知の通り。その追い風を受
け、「あんふぁんぷらす」が今年の６
月号(５月16日配布)から題字、判形、

増え、ハーフバースデーなど新たな撮
影イベントが増えたのも要因か。満足
度は概ね高いが、料金が高い、ポーズ
や表情が不自然、全員が気に入る写真
がなかなかないといった声も｡

2017.1.12～15 
既婚女性を対象にWEB調査
（n＝614）

【園児ママのキモチ】

14.3 63.7 撮ってもらうこともある

日頃から意識して家族写真を

撮っているが、プロに家族写

真を撮ってもらうことはない

現在、日頃から意識して家族

写真を撮ることはない

左は新表紙イメージ。媒体
名には、仕事にかける時間
を「ぎゅって」して、家事
も工夫して「ぎゅって」し
て、子どもを「ぎゅって」
だっこする時間をたくさん
作りたいという働くママの

願いが込められている月号(５月16日配布)から題字、判形、
内容はもちろん、都心のオフィスに勤
務する働く母親にも配布チャネルを広
げ、まったく新しいメディアとしてス
タートする。

さらに「働くママが子どもとの時間
を増やすのに役立つ情報」に特化した
内容のWebメディアもスマホをメイン
に展開。

【園児ママのキモチ】

７割が３世代旅行・レジャーを経験
園児がいる家庭に、３世代旅行・レ

ジャーについて聞いた。ママが気兼ね
なく過ごせる「ママ側の祖父母」と行

【子どもの祖父母と一緒に、
旅行・レジャーに行ったことがありますか？】

●通勤バッグに入りやすいようにコンパクト に展開。
世の中の時機を捉えたこのフルリニ

ューアルには、広告業界も注目してお
り、昨年末に行われた説明会には、大
変多くの参加者が集まった。今後に大
いに期待してほしい。

57.8

38.7

28.8

はい（ママ側の祖父母と）

はい（パパ側の祖父母と）

いいえ（行ったことはない）

なく過ごせる「ママ側の祖父母」と行
ったことがある人は57.8％と約６割。
多少の気遣いが必要な「パパ側の祖父
母」と行ったことがある人も38.7％。
子どもと両親の両方が楽しめるプラン
を考えつつ、７割が３世代旅行・レジ
ャーを楽しんでいる。

2016.7.30～8.14

（%）

●通勤バッグに入りやすいようにコンパクト

なＢ５変形サイズに

●働くママ向け、スマホメインのサイトもオ

ープン

女性データ1000件フリー検索！＆主婦の生声ネット座談会公開中！検索くらしＨＯＷ

（サンケイリビング新聞社CC室)
ャーを楽しんでいる。 全国のあんふぁん読者、あんふぁんぷらす読者、

あんふぁんWebユーザーを対象にWEB調査（n=514）
●大手企業勤務の働くママにも職域で配布


